
項目 テーマ 取組み内容 ①取組みと②数値目標

　　

　②(1)2025年までに100％対応
　　 (2)2025年までに50％導入
　　　　(店内製品/テイクアウト商品)

　①　現地に足を運び、信頼できる農園から
　　　 直接買い付けたプレミアムなコーヒー豆
　　　 の提供

　②　2025年までにフェアトレードの精神に
　　　 則ったコーヒー豆の導入率70%
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SDGsのゴール

　①　在庫管理と食品廃棄量の把握
　　　 徹底による食品ロスの削減

 環境・
社会

フードロスの削減

フードロスの削減に向けて、
企業として取組みを行い、

フードバンクやフードドライブを
積極的に推進します。

持続可能な社会の
実現のため、自社の

事業において
生物多様性への

配慮に努め、取組みを
推進します。

持続可能な社会の
実現のため、環境配慮型
製品・サービスの提供を

推進します。

地域産の材料・食品・製品
などの地域資源を積極的に

活用し、地産地消・
地産外商を推進します。

 環境・
経済

生物多様性への
配慮

　②　2025年までに50％削減
　　　　　　　(2022年比)

2022年8月4日

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

 環境・
経済

環境配慮型
サービス・製品の

提供

　①(1)ギフト・物販商品のニーズに合わせた
　　　　 サステナビリティ包装の対応
　　 (2)環境配慮型製品(FSC認証)の導入

　①(1)地元食材を使ったメニューの
　　　　　店内提供・テイクアウト販売
　　 (2)地域産の食材や旬な食材を生かした
　　　　　季節限定メニューを提供 環境・

経済
地産地消の

推進 　②(1)オーダー数(店内)・テイクアウト販売を
　　　　　2025年までに30％増加
　 　(2)季節メニューの提供
　　　　　(年４回3種類以上)
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